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はじめに
詩篇は旧約聖書における韻文テクストの一つで，
全150篇がユダヤ王ダヴィデと臣下の詩人（アサフ，
ヘマン，エタン，ユドゥタン）の作とされる。その
主題は神への感謝と祈り，敵の脅威と神による救済
が中心で，象徴的な言い回しや比喩表現に富んでい
る。旧約聖書は本来ユダヤ教の経典であって，ユダ
ヤ民族の歴史と運命の預言がうたわれているが，キ
リスト教教会の典礼に組み込まれ，早い時期から福
音書と並ぶ重要なテクストとされた。
詩篇写本の体裁は，典礼や説教に必要な章句を読
誦，引用するために，福音書と同様，1巻にまとめ
られていることが多い。特に12世紀以前はその傾
向が強い。教会における典礼用の詩篇本の他に，個
人の祈祷用，修道院付属の学校における教科書など，
さまざまな用途の写本が制作された。また教父註解
の多くは，詩篇を対象としていることは，改めて述
べるまでもない。
典礼用詩篇写本は以下の部分で構成されている。
すなわち巻頭に典礼用カレンダーそして詩篇本文と
カンティクム（旧約・新約の韻文テクストと「Te
Deum」，「グロリア」，「主の祈り」，「使徒信条」，
「アタナシウス信条」），巻末に連祷（Litany）や祈
願文などが続く。カンティクムは詩篇本文と共にキ
リスト教信仰の核となるテクストであり，典礼や祈
祷で繰り返し唱和される。
詩篇本文は韻文であるので，章句を字義通り読む
と，時間を超越し，場所も限定されない。それは抽
象的な「敵との戦い」，「神の助けによる勝利」，「救
済を求める訴え」である。しかしながら各詩編の標
題を見ると，「○○の時のダヴィデの歌」と記され
る場合があり，ダヴィデにまつわるエピソードが歌
われている。『サミュエル記』や『列王記』と照合
すると，章句の背景が分かる。このような旧約聖書
に記された歴史性は，77篇や113篇に展開するモー
セとイスラエルの民がエジプトから脱出する壮大な
物語にも見いだされる。しかしながら詩篇本文には
登場人物や時間を特定する具体的な言葉は含まれて
いないので，過去の事跡に結びつけることも，現在
の状況にあてはめることも，あるいは教訓や寓意と
して理解することも可能である。抽象的な言い回し
はさまざまな象徴と理解されうる普遍性を持ってい
る。
また詩篇の章句は，しばしば新約聖書に引用され
ている。21篇19節「わたしの着物を分け，衣を取
ろうとしてくじを引く」1は，マタイ伝27章35節
「彼らはイエスを十字架につけると，くじを引いて
その衣服を分け合い」に繰り返されている。また教
父註解と典礼文は詩篇の章句を積極的に取り入れて
いる。また詩篇には，キリストの到来や受難が，旧
約にあらかじめ預言されているとする予型論の事例
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が数多く見られる。
本稿では詩篇の章句に基づく新約図像の事例を，
まず詩篇の章句にもとづく新約図像を，詩篇挿絵以
外の作例と詩篇挿絵から探る。次に9世紀を代表
する『ユトレヒト詩篇』（ユトレヒト，大学図書館，
Cod.Ms.Rhenotractinae,1Nr.32）本文の新約図
像を，他の詩篇挿絵と比較しながら展望する。さら
に『ユトレヒト』巻末のカンティクム挿絵に見られ
る新約図像を本文の事例と比較して，『ユトレヒト』
の新約主題全体が呈示する意味を把握する。最後に
近年の研究が提起するキリスト論への新たな視線を
紹介し，さらなる議論の可能性を提起する。
１ 詩篇の章句に基づく新約図像
詩篇の章句は典礼文への引用や予型論によって，
新約の主題と結合している。キリスト教図像に反映
されているのはその一部に過ぎないが，時代や地域
を越えて事例が存在している2。その中心は詩篇写
本挿絵であるが，詩篇写本以外にも，詩篇テクスト
と結びついた主題が見いだされる。
41篇2節「涸れた谷に鹿が水を求めるように，
神よ，私の魂はあなたを求める」は，多くの註解で
「キリストの洗礼」に結びつけられてきた3。この章
句は洗礼式で唱和され，洗礼堂や洗礼槽の装飾の典
拠となり，しばしば生命の泉の水を飲む鹿が描かれ
る。たとえばガルラ・プラチーディア廟堂（5世紀，
ラヴェンナ）の東および西壁面リュネット部モザイ
クは，泉の水を飲む2頭の鹿をほぼ同じ構成で描
いている。泉は四角い池のようであり，すぐ上にア
ラバスターのはまった窓が配されている。主を象徴
する生命の泉と窓からの光が重なり合い，詩篇の直
喩がイメージに転化している4。このモティーフは，
初期キリスト教時代を意図的に復興させた12世紀
ローマのサン・クレメンテ教会堂アプシスにも見い
だされる。中央の十字架の根本に天国の4本の川の
水を飲む鹿が2頭描かれている。鹿は神を求める
魂，あるいは教会に集う信徒を象徴すると考えられ
ている5。
44篇14節「王妃は栄光に輝き，進み入る。晴れ
着は金糸の織り」，同15節「色糸の縫い取り，彼女
は王のもとに導かれていく」は天の女王としての聖
母と結びつけられ，ローマ12世紀のサンタ・マリ
ア・イン・トラステーヴェレ聖堂アプシスモザイク
と13世紀のサンタ・マリア・マッジョーレ聖堂ア
プシスモザイクの〔聖母被昇天〕あるいは〔聖母戴
冠〕の典拠と考えられている6。豪華な衣装に身を
包み，キリストの隣に座す聖母は,天の女王にふさ
わしい威厳に満ちた姿に描かれている。
84篇11節「慈しみとまことは出会い，正義と平
和は口つけし」，12節「まことは地から萌えいで，
正義は天から注がれます」は，多くの詩篇挿絵で
〔受胎告知〕と〔聖母のエリザベツ訪問〕によって
表現されている。詩篇写本以外にも12世紀初頭の
『ランベスの聖書』（ロンドン，ランベス・パレス図
書館,Ms.3）の〔エッサイの木〕（f.198r）7や，15世
紀の『ワルンクリフの祈祷書』（メルボルン，ヴィ
クトリア州立ギャラリー蔵，f.15r）にも出会いと
抱擁が描かれている8。詩篇挿絵については後に改
めて触れる。
90篇13節「あなたは獅子と毒蛇を踏みにじり，
獅子の子と大蛇を踏んでいく」は，悪ないしは死を
あらわす蛇に打ち勝つキリストによって絵画化され
る。6世紀ラヴェンナの司教座礼拝堂西壁面モザイ
クでは甲冑を着けたキリストが，8世紀の象牙装丁
板（ブリュッセル，歴史博物館）では長衣のキリス
トが十字架と書物を手にして獅子と蛇を踏んで立
つ9。キリストはまさにプシコマキア（美徳と悪徳の
戦い）図像のように獅子とまむしの上に誇らしげに
立ち，その姿は〔冥府降下〕へと発展する。
以上，詩篇挿絵以外の領域で，詩篇の章句に基づ
く新約図像が見いだされる例の一部を紹介した。詩
篇の章句はさまざまな聖歌に転化されているので，
祈祷書挿絵にも登場したのであろう。詩篇の章句は
人々に暗唱され，教会堂装飾により章句が想起され
て信仰を深める契機となったであろう。
次にテクスト本文に基づく詩篇挿絵によって，新
たな図像生成が積極的に試みられた例を紹介する。
76篇17節「大水はあなたを見た」に対し，『クルド
フ詩篇』（モスクワ，歴史博物館，ms.129,f.75v）
をはじめとする余白挿絵詩篇には〔キリストの洗礼〕
が描かれており，「大水」は洗礼を見守るヨルとダ
ンの河神に対応している10。106篇29節「主は嵐に
働きかけて沈黙させられたので，波はおさまった」
に対し，『シュトゥットガルト詩篇』（シュトゥット
ガルト，ヴェルテンベルグ州立図書館，Bibl.fol.
23,f.124r）では〔嵐を鎮めるキリスト〕に対応し
ている11。詩篇テクスト本文に基づく新約図像は，
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多くの詩篇写本に共通する場合と，各例独自の場合
がある。ビザンティンの余白挿絵はある程度図像伝
統を共有している12。西欧の場合，先に挙げた『シュ
トゥットガルト』と同じく9世紀の『ユトレヒト』
は，章句に密着したイメージの中に新約図像を盛り
込んでいる。次に『ユトレヒト』に登場する新約図
像を展望する。
２ ユトレヒト詩篇本文の新約図像
『ユトレヒト』における詩篇テクストと挿絵イメー
ジの呼応関係は，以下のように分類できる。すなわ
ち①語句をそのままモティーフに変換する最も「リ
テラル」な絵画化，②動詞を含む文脈を小場面に反
映した絵画化，③章句が喚起するイメージを，連想
を介在させて絵画化，④章句に天使，悪魔など定型
表現を充てる絵画化である13。なお旧約，新約場面
が章句に対応する例は非常に限られている。『ユト
レヒト』は各詩篇冒頭に見出挿絵1点を配置して
いる。その画面は丘陵や渓谷，川や海，城壁などを
配した景観を構成し，その中に場面やモティーフが
挿入されている。モティーフは運動方向や視線によっ
て相互に連携し，また地形や位置関係によって対比
している14。
新約図像の変遷をたどると，キリストの受難と復
活に関する一連の図像表現は，中世初期に主に詩篇
挿絵の領域で新たな変化が生まれている。〔磔刑〕
には目を閉じ，うなだれる絶命したキリストが登場
し，〔復活〕は墓から出るキリストの姿によって，
より明確に示される15。また新約外典『ニコデモ書』
を受けて成立した〔冥府降下〕は，まず詩篇挿絵に
様々なヴァージョンが現れた16。
『ユトレヒト』本文に見られる新約主題は，全15
点で，キリスト論を示す109篇以外は説話場面であ
る。これをキリスト伝の順に見ていく。
まずキリスト論図像は，109篇1節「主の御言葉
『わたしの右の座に就くがよい。わたしはあなたの
敵をあなたの足台としよう』」は，同型の父なる神
と子たるキリストが2人の敵を踏んで一つの玉座
に坐す場面に変換されている（64v，図4a）17。『シュ
トゥットガルト』では同じ章句に対し，同型の 2
人のキリストがそれぞれ8字型のマンドルラに座
して並ぶ（f.127v）18。向かって左側のキリストは足
下に敵を踏みつけているが，おそらく誤解により故
意に削り取られており，判別しがたい。12世紀の
『セント・オールバンス詩篇』（ヒルデスハイム，大
聖堂宝物館,p.299）ではイニシャルDの上部に神
が虹に坐し，その下に立つキリストが神の膝に触れ
ている19。神とキリストの対話を天使と男女の信徒
が見守っている。
受肉をあらわす例は，まず84篇11節を絵画化し
た慈愛と真実の出会い，正義と平和の接吻，12節
の正義に真実を捧げる女性である（49v）。この美
徳の出会いと接吻は，すでに紹介した『ワルンクリ
フの祈祷書』に繰り返されている。『クルドフ』
（f.85r）をはじめとする余白挿絵と『シュトゥット
ガルト』（f.100v下），『ユトレヒト』の影響を受け
た11世紀の『バリー・セント・エドマンズ詩篇』
（ヴァティカン，教皇庁図書館，Ms.Reg.lat.12,
f.92r）には〔聖母のエリザベツ訪問〕が描かれてい
る20。
〔降誕〕の場面は，73篇12節「神よ，この地に救
いの御業を果たされる方よ」（42r）と86篇5節「シ
オンについて，人々は言うであろう。この人もかの
人もこの都で生まれたと」（50v）に描かれてい
る21。いずれの降誕も横たわる聖母とうなだれるヨ
セフの横でキリストが産湯に入っている。しかし
『クルドフ』は73篇12節に〔磔刑〕を描く（f.72v）。
86篇5節はシオンの城壁に聖母子イコンを掲げ，
両者を重ね合わせようとしている（f.86v）。73篇12
節「救いの御業」を受肉ととらえるか贖罪ととらえ
るかによって，主題選択が異なっていく。86篇は
降誕を説話的に描くか，象徴的に描くかの違いであ
ろう。
71篇10節「タルシシや島々の王が捧げ物を納め
ます」（40v）は，貢ぎ物を捧げるタルシシの3人の
王によって絵画化され，この場面は〔マギの礼拝〕
の図像を喚起させる。ただし贈り物を受け取る聖母
子の姿はなく，キリストがマンドルラに坐している。
『シュトゥットガルト』では『ユトレヒト』より定
型的な〔マギの礼拝〕（f.84r）が描かれている。ビ
ザンティンの事例は見られないが，『バリー』（f.78
v），『セント・オールバンス』（p.210），12世紀北
イタリアで制作された『ラテン語ハミルトン詩篇』
（ベルリン，Kupferstichkabinet78A5，f.62r）に
も〔マギの礼拝〕が見いだされる22。おそらく西欧
における図像伝統となっている。
受難伝は〔エルサレム入城〕から始まる。23篇
『ユトレヒト詩篇』挿絵におけるキリスト伝図像
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17節「城門よ，頭をあげよ」は，辻佐保子氏が明
らかにされたように，扉をエルサレムの城門，地獄，
天国と解釈することによって，それぞれの図像に結
びつく。また献堂式の典礼にも引用され，儀式の場
面が対応することもある23。『ユトレヒト』（13r）
では武装したキリストが兵士を率いてエルサレムに
入城し，城門の上に立つ人物と対話している。『シュ
トゥットガルト』は城門を地獄の扉と解釈し，〔冥
府降下〕が描かれている（f.23v）。濃紺の光背に身
を包んだキリストが十字架杖で扉を打つと同時に足
を高く上げて蹴破ろうとしている。天使が一人付き
従い，地獄の門の上にキリストと対話する人物の顔
が見える。扉の向こうでは炎が燃えさかり，悪魔た
ちが動転した表情を見せている。一方『クルドフ』
では「天国の門」と解釈して〔昇天〕が描かれてい
る（f.22r）。光背に包まれたキリストは，2人の天
使によって天に上げられる。扉が開き，天使たちの
顔が見える。円形の天はブルーの濃淡によって人間
の目に見える天と不可視の天に塗り分けられてい
る24。『ユトレヒト』の図像選択は，発想の飛躍が
最も少ないようだ。
21篇17節「獅子のように私の手足を砕く」は，
詩篇作者を脅かす犬と敵，陥穽を掘る敵，受難具の
掛けられた十字架に呼応し，同篇19節「私の着物
を分け，衣を取ろうとくじを引く」は，衣のくじ引
きと分配によって絵画化されている（12r）25。十字
架に笞，スポンジ，槍，茨の冠を吊して〔磔刑〕を
暗示する受難具の最も早い例である。『シュトゥッ
トガルト』では17節「犬どもが私を取り囲み」が，
3匹の犬に囲まれ，足や腰を噛まれた詩篇作者によっ
て絵画化されている（f.26v）。19節に対し〔磔刑〕
が縦長画面に描かれており，左側にキリストを見守
る2兵士（18節），下部に「衣の分配」，右にキリス
トを守る獅子と一角獣（22節）が描かれている
（f.27r）26。『バリー』（f.35r）では〔磔刑〕の十字架
の根本にとぐろを巻く龍，『ハミルトン』（f.23v）で
は〔磔刑〕と衣の分配，12世紀初めの『マントヴァ
詩篇』（マントヴァ，市立図書館，C.III.20，f.19v）
では〔磔刑〕に対応している27。「衣の分配」は詩
篇の章句に直接結びつくエピソードであるが，西欧
では定型的な〔磔刑〕図像に代わっていく。ビザン
ティンでは「衣の分配」や十字架に釘で打ち付けら
れるキリストのように，受難の生々しいエピソード
を選んでいるようだ28。
88篇39節「しかしあなたは御自ら油を注がれた
人に対して激しく怒り」に対し『ユトレヒト』（51v）
には〔磔刑〕が描かれている（図1）。場面はorbis
terraeと呼ばれる円環の右上に配置されている29。
この章句は他の詩篇挿絵では絵画化されていない。
115篇10（1）節「わたしは信じる。激しい苦しみに
襲われていると言うときも」，同13（4）節「救いの
杯を上げて主の御名を呼び」に対し，『ユトレヒト』
（67r下）は〔磔刑とキリストの血をカリスに集める
詩篇作者を描いている（図2）30。この詩篇作者は上
半身裸で，パテナを持つので，エクレシア（教会）
の擬人像と見なされる。他の詩篇にはカリスを掲げ
る詩篇作者は登場するが，〔磔刑〕は見られない。
復活をあらわす〔聖墳墓まいり〕と〔冥府降下〕
は，15篇10節「あなたはわたしの魂を陰府に渡す
ことなく」にもとづき，『ユトレヒト』（8r下）の画
面中央と左に描かれている（図3）。〔冥府降下〕は
悪魔を踏みつけるキリストが穴からアダムとイヴを
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図１『ユトレヒト詩篇』88篇39節（51v）
図２ 同115篇10，13節（67r下）
引き上げている。ドーム式の廟堂の前で天使が，3
人の聖女に語りかけている。西欧の詩篇はこの章句
を絵画化していないが，12世紀ビザンティンの
『ヴァティカン1927番詩篇』（教皇庁図書館，Ms.
Gr.1827,f.21r）と1397年の『キエフ詩篇』（サン
クト・ペテルスブルク，国立図書館，cod.1252,F.
VI,f.16v）に〔冥府降下〕が見られる31。40篇11節
「ふたたびわたしを起き上がらせてください」に対
し『ユトレヒト』（24r）は，キリストが聖女の前に
出現している。「起き上がる」を蘇生，復活と解釈
した結果であろう。他の詩篇はこの章句を絵画化し
ていない32。56篇6節および12節「神よ，天の上
に高くいまし」は，『ユトレヒト』（32r）でシオン
の山と〔昇天〕に対応している。この章句は西欧の
詩篇には絵画化されていないが，『クルドフ』（f.55v）
をはじめとするビザンティン余白挿絵には〔昇天〕
が描かれている 。光背に包まれたキリストが2人
の天使によって上昇し，祈る姿勢のダヴィデが見守っ
ている。
『ユトレヒト』の詩篇本文に見られる新約図像は，
まず画面全体の統括する神＝キリストと詩篇作者の
対話の一部分に挿入されている。従って新約図像が
画面構成の要となっている例はほとんど見られない。
ただし15篇，88篇，115篇は，新約図像が画面を
かなり支配している。『ユトレヒト』の新約図像は，
他の詩篇挿絵に比べ，明らかに受肉と受難，復活の
主題に集中している。この傾向は9世紀初頭のキ
リスト論図像の登場の一環と見なすべき動向であろ
う。この点について，後でまた触れる。
『ユトレヒト』の新約図像を他の詩篇挿絵と比較
すると，東西共に比較例が見られるのは21篇19節，
23篇7節，84篇11節，86,篇5節，109篇1節，
115篇4節である。西欧にのみ比較例が見いだされ
るのは，21篇17節と71篇10節，ビザンティンにの
み比較例が見られるのは15篇10節，56篇6，12節，
73篇12節，115篇1節である。40篇11節と88篇39
節は比較例が見られない。15例の新約図像のほと
んどが他の詩篇と比較可能で，なおかつそれぞれ一
貫性のある挿絵を構成している。つまり『ユトレヒ
トは新約図像を他の詩篇挿絵と共有しつつ，挿絵を
組み立てる独自の規範を守っている。
３ カンティクムの新約図像
『ユトレヒト』のカンティクムは，巻末に編纂さ
れた全15編の韻文テクスト，すなわち旧約7件と新
約3件の韻文と，「主，汝」（TeDeum），「グロリ
ア」，「主の祈り」，「使徒信条」（使徒信条）「アタナ
シウス信条」によって構成されている。『ユトレヒ
ト』のカンティクムは8世紀頃成立したガリカン
系であるので，挿絵はアドホックに考案されたと考
えられる34。
『ユトレヒト』のカンティクム挿絵について，デュ
フレンヌが1976年に論じて以来，ほとんど注目さ
れることはなかった35。筆者は『ユトレヒト』のカ
ンティクム挿絵について1996年に論考をまとめ，
2006年に出版したモノグラフの第9章とした36。
本稿では『ユトレヒト』のカンティクムにおける新
約図像を紹介し，本文挿絵とあわせて新約主題の意
味を考察する。カンティクムの新約主題は，本文挿
絵と同じく章句を反映する場合と，歌い手自身が福
音書の登場人物である場合とに分かれる。後者はザ
カリア，聖母，シメオンで，挿絵は聖歌が歌われた
状況を描写している。このタイプは本文挿絵には見
いだされない。また受肉から昇天に至る一貫性を持っ
たキリスト伝が，「ハバクク」（85v）と「使徒信条」
（90r下）の画面を構築している。
キリスト論をあらわすモティーフは3点ある。
「主，汝」の5節「父と共に，聖なる聖霊と共に，
父の一人子をあがめまつる」を反映して，人々が教
会のそばで神を称讃し，神の手が天の玉座のキリス
トに冠を授け，キリストの書物に聖霊の鳩がとまる
（88r，図4b）。三位一体は神の手（父），キリスト
（子），鳩（聖霊）の三位格で明確に示されている。
キリストは横たわる敵を踏みつけ（8節），すでに
見た109篇（図4a）と共通する。「グロリア」の6
節「父の右に座し」は，人型の神，聖母に抱かれた
幼児キリスト，と鳩からなる三位一体と神の子羊に
対応している（89v下，図 4c）。キリストが 4節
『ユトレヒト詩篇』挿絵におけるキリスト伝図像
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図3 同15篇10節（8r下）
「神の子羊，御父の子」を反映して幼児と子羊の2
つの位相で登場し，聖母とあわせて「五位一体」を
形成している。「使徒信条」に密着して，聖母（3
節）が父なる神（1節）の右側に置かれた空の御座
（8，9節）に幼児キリスト（2節）を載せる。聖霊の
鳩（3節）がキリストのニンブスに嘴を寄せている
（90r下，図4d）37。この場合，キリストは幼児と空
の玉座の位相で表現されている。玉座は再臨を暗示
するので，人性と神性が明快に示されている。すで
に見た109篇もあわせると，『ユトレヒト』は4種
類の三位一体ないしはキリスト論図像を形成してい
る（図4a～d）。三位一体の教義は，長い議論を経
て「アタナシウス信条」に成文化された。「主，汝」
は最もオーソドックスな形式である。カントロヴィッ
チが指摘したように，「グロリア」と「使徒信条」
はキリストのもう一つの姿（子羊，空の玉座）を並
列して，キリストの神性と人性をあらわす38。同じ
図式を繰り返し用いず，子羊は贖罪，玉座は審判を
暗示している。従って幼児キリストは「グロリア」
では神性，「使徒信条」では人性と解される。キリ
ストの両性はモティーフに固定されるのではなく，
モティーフ相互の関係に拠っていることがわかる。
また聖母は，6世紀以来キリストに人性を付与する
「神の母」として崇敬が高まり，『ユトレヒト』でも
神―子―聖霊とほぼ同じ位置に表現されてい
る39。「グロリア」と「使徒信条」は見開き頁下部
に並び，この特殊な三位一体図像を見比べるよう工
夫されている。
カンティクムのキリスト伝サイクルは，「ハバク
クの歌」（85v，図5）と「使徒信条」（図6）の画面
全体に展開している。「ハバクク書」3章2節「主
よ，あなたの御業」が〔告知〕，〔降誕〕，〔笞打ち〕，
〔磔刑〕〔昇天〕からなるキリスト伝サイクルに対応
している。「ハバクク」の〔受胎告知〕と〔降誕〕
は左上の丘陵に展開し，非常に簡潔である。73篇
や86篇に見られた沐浴場面は省略されている。「使
徒信条」4～13節は，〔ピラトの裁判〕，〔磔刑〕，〔冥
府降下〕，〔聖墳墓まいり〕，〔昇天〕，〔死者の復活〕
に対応している。ハバククはキリストの生涯全体，
「使徒信条」は受難から復活が集約されている40。
その他の例は新約の韻文で，幼児伝で歌われた賛歌
がほとんどである。
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図4a 同109篇1節（64v）同型の父と子 図4b 同「主，汝」（88r）神の手，キリスト，鳩
図4c 同「グロリア」（89v下）父，子，
聖霊，子羊，聖母
図4d 同「使徒信条」（90r下）父，子，
聖霊，空の玉座，聖母
受肉の主題はまず「ザカリア」（88v）はルカ伝1
章68節の標題「父ザカリアは聖霊に満たされ，こ
う予言した」にもとづく洗礼者ヨハネの誕生が描か
れている。ドームを頂いた建物の前で，天使が沐浴
する赤子を祝福している。ザカリアの祈りは『ヴァ
ティカン1927』（f.285v），『キエフ』（f.259v）など
ビザンティン系詩篇にも描かれている。『セント・
オールバンス』のイニシャルBでは，祭壇の前で
カリスを祝福するザカリアに大天使ガブリエルが語
りかける（p.393）。同76/9節「幼子よ，おまえは
いと高き方の預言者と呼ばれる」は，ザカリアが幼
い洗礼者ヨハネの頭に手を置く場面に対応している。
天空の神が松明を照らして祝福している。この章句
に対し，『ラテン語ハミルトン詩篇』（f.132r）と
『クルドフ』（f.163r）にはザカリアと少年ヨハネが，
『ヴァティカン1927』にはキリストの到来を告げる
洗礼者ヨハネが描かれている41。
「聖母」（89r）はルカ伝 1,章49節「いと高き方が
私に偉大なことをなさいましたから」を，女性と子
どもを祝福する神の手によって表現している。ビザ
ンティン系詩篇では聖母子を単独であらわす例がほ
とんどであるが，『ラテン語ハミルトン詩篇』
（f.132v）と『セント・オールバンス』（p.394）には
聖母のエリザベツ訪問が描かれている42。
「シメオン」（89v上）は，ルカ伝 2章29/1節
「主よ，今こそあなたは，お言葉通り，この僕を安
らかにさらせてくださいます」にもとづく〔神殿奉
献〕が描かれている。『セント・オールバンス』の
イニシャルN（p.395）や，『クルドフ』（f.163v）を
はじめとするビザンティン系詩篇も〔神殿奉献〕に
対応している43。
公生涯の主題は「イザヤ」（83v，図7）の中央に
描かれた〔キリストの変容〕である。イザヤ書12
章3節「あなたたちはよろこびのうちに救いの泉
から水を汲む」が，〔変容〕とその下からわき出る
救済の泉水を飲む人々と四つ葉型の泉水から城壁の
外に流れる川の水を飲む群衆に対応している。『セ
ント・オールバンス』「イザヤ」（p.372）のイニシャ
ルＣには，「救いの泉」を反映して，生木の十字架
と神の子羊を伴った井戸が描かれている44。1992
年にヴィスキルヒェンは，ローマのサンタ・プラッ
セーデ聖堂凱旋門アーチ中央部と『ユトレヒト』の
〔変容〕を比較して，両者が最後の審判後の「天の
エルサレム」を描き出すと提唱した45。
しかし〔変容〕は9世紀初頭ローマのサンティ・
ネレオ・エ・アキレオ内陣凱旋門型アーチに『ユト
レヒト』と類似する形式で描かれている（図8）。
中央には光背に包まれたキリストが立ち，モーセと
イザヤが脇に立つ。アーチの曲線を利用して3人
の使徒がひれ伏している46。現在アプシスのモザイ
クは失われているが，かつては宝石のちりばめられ
た十字架が描かれていたことが知られている。凱旋
『ユトレヒト詩篇』挿絵におけるキリスト伝図像
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図5 同「ハバクク」（85v）
図6 同「使徒信条」（90r下）
図7 同「イザヤ」（83v）
図8 ローマ，サンティ・ネレオ・エ・アキレオ
アプシス上壁〔キリストの変容〕
門アーチの左に〔受胎告知〕，右に聖母子が描かれ，
「受肉」と「神性の顕現」が並ぶ構成は，先に見た
「グロリア」と「使徒信条」の三位一体ともも比較
しうる。ただし『ユトレヒト』とローマのモザイク
を様式や図像の影響関係でとらえることは困難であ
る。むしろ9世紀初頭という時代における動向と
いう視点から考察していくべきであろう。
受難と復活は「ハバクク」と「使徒信条」に集中
している。「ハバクク」には〔磔刑〕と〔昇天〕，そ
の上に「審判者キリスト」が描かれている（図5）。
〔笞打ち〕は柱に縛られたキリストが2人の兵士に
笞打たれている。〔磔刑〕はキリストと2人の盗賊
が十字架にかけられ，ロンギヌスが槍を，ステファ
トンがスポンジを構える。キリストは首をうなだれ
て，肉体の死を示している〔昇天〕では神の手がキ
リストを引き上げる。「審判者として武装したキリ
ストが，悪魔ないしハデスを槍で突いている。〔冥
府降下〕や審判の図像は見られないが，武装するキ
リストがその意を汲んでいる。
「使徒信条」には4節「我らのために総督ピラト
の時に」は〔ピラトの裁判〕，5節「十字架にかけ
られ，苦しみを受け，墓に葬られたり」は〔磔刑〕，
6節「冥府に下り」は〔冥府降下〕，7節「3日の後
に死から甦り」は〔聖墳墓まいり〕，8節「天に昇
り，全能の神の右に座し」は〔昇天〕，13節「死者
と生者を審くべく，来たり給はん」は〔死者の復活〕
に対応している（図6）。ピラトはすっくと立つキ
リストに刑を宣告し，聖母と福音書記者ヨハネが磔
刑を見守る。十字架上の死せるキリストと聖母，ヨ
ハネのみで構成される磔刑図は，10世紀以降イン
グランドで発展する47。
すでに見てきたように，「使徒信条」挿絵は，〔磔
刑〕と〔冥府降下〕を描いて，キリストが死によっ
て罪をあがなう贖罪論の意味が明示された。さらに
死者の復活（13節）と審判する天使が，昇天後の
時代を包含している。使徒信条本文5節「冥府に
下り」の一節がテクストに加えられて，キリストの
生涯の意味が確定したのとほぼ同時にこのサイクル
が形成された。「ハバクク」はテクストを離れ，キ
リストの生涯全体を要約するサイクルになっている。
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表 ユトレヒト詩篇挿絵の新約図像一覧
カテゴリ 本文 カンティクム
キリスト論 109篇1節：共に座す父神とキリスト（64v） 主， 汝 5節：三位一体（88r）
グロリア 6節：三位一体と神の子羊（89v下）
使徒信条 1～3節：三位一体と聖母（90r下）
受肉 84篇11節：抱擁と接吻（訪問）（49v）
73篇12節：降誕（42r）
86篇5節：降誕（50v）
71篇10節：マギの礼拝（40v））
84篇12節：真実を天に掲げる（奉献）（49v）
ザカリア標題：ヨハネの誕生（88v）
ルカ1章76節 ザカリア、ヨハネを祝福（88v）
ハバクク3章1節： 告知（85v）
ハバクク3章1節： 降誕（85v）
ルカ1章49節：聖母子（89r）
ルカ2,章39節：神殿奉献（89v上）
公生涯 イザヤ.12章3節：キリストの変容（83v）
受難 23篇7節：城門に入るキリスト（エルサレム入城）
（13v）
21篇19節：衣のくじ引き（12r）
21篇17節：受難具と十字架（12r）
88篇39節：磔刑（51v）
115篇10節：磔刑（67r下）
115,篇13節：聖血をカリスに受ける詩篇作者
（67r下）
使徒信条4節： ピラトの裁判（90r下）
ハバクク3章1節：笞打ち（85v）
ハバクク3章1節：磔刑（85v）
使徒信条5節：磔刑（90r下）
復活 15篇10節：聖墳墓まいり，冥府降下（8r下）
40篇11節：聖女の前に出現したキリスト（24r）
56篇12節：昇天（32r）
使徒信条 6節：冥府降下（90r下）
使徒信条 7節：聖墳墓まいり（90r下）
ハバクク 3章1節 昇天（85v）
使徒信条 8節：昇天（90r下）
使徒信条 13節：死者の復活（90r下）
主題数をしぼり，死せるキリストを中心にすえた古
風な磔刑図を描き出している48。
他のカンティクム挿絵はほとんどが著者像である。
しかし『ユトレヒト』ではキリスト論，受肉，受難，
復活，最後の審判に特化した新約図像が見られ，特
に「ハバクク」と「使徒信条」はキリスト伝サイク
ルを核に構成されている。従って本文挿絵と同じ傾
向にあり，キリスト論と贖罪図像および〔変容〕は，
キリストの人性への共感と神性の顕現を強く印象づ
けている。
４ キリスト論への新たな視線
『ユトレヒト』のキリスト論主題は，近年の初期
中世美術史研究によって，新たに注目されている。
ここでは3つの研究を紹介して，『ユトレヒト』の
先端性が持つ意味を確認する。
（1）ミュスタイアのキリスト伝サイクル
9世紀のモニュメンタルなキリスト伝サイクルの
現存例は限られているが，スイス，グラウビュンゲ
ン県のミュスタイアの聖ヨハネ修道院壁画は注目に
値する。9世紀初めの壁画が，身廊側壁に4層の説
話場面を展開し，最上段は旧約のダヴィデ伝（ほと
んど欠損），その他はキリスト伝，アプシス上壁に
は〔昇天〕，そして西壁面に「最後の審判」が描か
れている。内陣には福音書と使徒行伝からペテロ伝，
洗礼者ヨハネ伝とステパノ伝が2層で展開し，3つ
のアプシスには「法の授与」，「栄光のキリスト」，
「キリストメダイヨンと十字架」がそれぞれ見いだ
される。
これまで20世紀初頭のモノグラフが基本文献で
あったが，2007年にエクスナーらが新たなモノグ
ラフを刊行し，全壁画のカラー図版を参照できるよ
うになった。またヴォルフがCGによる復元図面を
出版し，全体像を理解しやすくなった49。
ここで注目したいのは北壁面内陣付近の第3層で
ある。左からかなり剥落した〔磔刑〕，比較的状態
の良い〔冥府降下〕，ほとんど消えている〔聖墳墓
まいり〕が並ぶ（図9，10）50。〔聖墳墓まいり〕と
〔冥府降下〕は，『ユトレヒト』の15篇挿絵と同様
にキリストの不在を説明している。ただし〔冥府降
下〕は光背に身を包んだキリストが天使を従えて地
獄に乗り込んでおり，『ユトレヒト』よりも遙かに
劇的である。〔磔刑〕は大部分が剥落しているが，
画面左側でキリストの十字ニンブスがうなだれ，十
字架上で落命していることが明らかである。ロンギ
ヌスとステファトンが両側に立ち，その右に聖母と
ヨハネがいるものと考えられる。さらに2人の盗
賊の1人が確認できる。刑吏がその骨を折ろうと
している。右端には群衆の頭部が6名ほど見える。
セピエールは1994年に『ユトレヒト』の「ハバ
クク」とミュスタイアの〔磔刑〕を比較している51。
また南アプシスの宝石をちりばめた十字架に掲げら
れたキリストメダイヨンの意味を考察した52。キリ
ストは，北アプシスで使徒に教会を組織させ，南で
勝利の十字架を体現し，中央で審判者として再臨す
る。このように3つのアプシスも，キリストの生
涯を要約している。
しかしエクスナーは図像プログラムを論じる際，
比較例に『コデックス・エグベルティ』（トリアー，
国立図書館，MS.24）などのオットー朝福音書抄本
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図９ ミユスタイア，聖ヨハネ修道院身廊北壁
〔キリストの磔刑〕
図10 同〔冥府降下〕，〔聖墳墓まいり〕
をあげている53。それぞれの場面の説話性は，確か
に類似が認められる。しかしミュスタイアのサイク
ル全体は，『ユトレヒト』の「使徒信条」と同様に，
贖罪－冥府降下―昇天―審判の一貫する時間を内包
している。ミュスタイアの壁画サイクルは，アルプ
ス越えの道筋という立地条件から，おそらく北イタ
リアないしローマの感化によって成立したと考えら
れる。シャルルマーニュによって開かれたという伝
説から，カロリング朝とのつながりも深かったであ
ろう。ミュスタイアと『ユトレヒト』は制作年代が
近いだけでなく，キリストの生涯の本質を表現する
姿勢を共有している。
（2）キリストの両性論をいかに視覚化するか
初期中世美術研究を常にリードしてきたH.L.ケ
スラーが，キリストの両性論について講演をもとに
小さな書物を2007年に出版した54。本書はケスラー
が長年追求してきた中世における言葉とイメージの
関係を論じたものである。「神でもなく人でもなく」
という標題は，中世によく知られた2行詩から取っ
ている。キリストの本質を記したこの2行詩は，
さまざまに形を変えつつ引用され，またキリスト像
のキャプションに用いられた。この詩はキリスト像
を説明するだけでなく，キリストの本質すなわち神
性と人性が分かちがたいとする両性論の要約でもあ
る。そしてキリストは人としての肉体を備えている
ので，人間の目が人の姿としてとらえて聖像に描く
ことが可能であると考えられてきた。本書第1章
では2行詩を成立させてきた神学理念をたどり，
聖像論争，養子説，単性論の争点といかに対峙した
かを示した。2章では2行詩をキャプションに持つ
初期中世から14世紀までの作例を紹介して，言葉
とイメージの関係を丹念に見た。3章では受難のキ
リストと彼を支える父なる神が形成する「慈悲の座」
を検討した。
一連の論考の中で，ケスラーは『ユトレヒト』の
「使徒信条」を，〔磔刑〕を中心に，キリストとは何
者であるのかを要約した章句を絵画化して，両性論
を具体的に示したものと述べている55。ケスラーは
「使徒信条」が〔磔刑〕でキリストの人性を強調し，
〔冥府降下〕，〔復活〕，〔昇天〕で段階的に神性を強
め，最終的に天上で神と同等の神性をおびて神の右
に坐すと解釈している。これは確かに合理的に思わ
れるが，最終段階の「五位一体」に人性を示す幼児
キリストが見られるので（図4d,6）支持できない。
さらにケスラーによると，「使徒信条」は視線を十
字架上のキリストから〔昇天〕を経て天の玉座に導
き，十字架の立つ地上からキリストの身体を経て天
界すなわち神性の領域へと高めている。ここでケス
ラーは『ユトレヒト』以降のさまざまな磔刑図を例
にあげ，「慈悲の座」の発展を展望している。
「使徒信条」は〔磔刑〕図像のみを論じる研究が
ほとんどで，贖罪論サイクル全体として考察したの
は筆者に続きケスラーの本書である。ただしケスラー
は「ハバクク」や109篇など「使徒信条」以外の両
性論の表現については言及していない。これは「使
徒信条」テクストが図像の本質を要約しているため
に，「言葉とイメージ」の問題を探る本書にふさわ
しいからであろう。
（3）『ユトレヒト』の発想とローマ
9世紀の西欧において，ローマ教会の役割は非常
に重要である。800年以降，カトリック教会の中枢
として，西欧の教会組織を統轄し，聖遺物崇拝の高
まりを受けて多くの巡礼を迎えた。ローマ教皇パス
カリス1世（在位817-24）は，サンタ・プラッセー
デをはじめとする教会堂の造営と共に，聖十字架断
片を収めたパスカリスの宝物（ヴァチカン美術館）
を制作させた。パスカリスの宝物はエマイユの十字
架型聖遺物箱とそれを収納する打ち出し浮彫による
長方形の箱，打ち出し浮彫の十字形箱と収納された
宝石十字架からなる。エマイユの十字架には幼児伝
6場面と〔洗礼〕が描かれている。長方形箱の蓋に
はキリストとペテロ，パウロ，側面にはエマイユ十
字架とほぼ同じ幼児伝場面が展開している。十字形
箱には〔博士の間のキリスト〕，〔カナの婚礼〕，〔使
徒の聖体拝領〕，〔神の葡萄〕と〔閉じた部屋に出現
するキリスト〕が蓋の部分に，「我に触れるな」以
下詳細な復活サイクル12場面が側面に展開する56。
2002年にトゥーノがパスカリスの宝物について
モノグラフを刊行した。トゥーノは個別の図像を検
討し，エマイユ十字架の〔降誕〕と86篇を比較し
た。パスカリスの宝物の主題は幼児伝と復活の比率
が高いので，『ユトレヒト』との比較は行いにくい。
しかしトゥーノはエマイユ十字架の〔洗礼〕右側の
人物を115篇の〔磔刑〕でカリスを掲げる詩篇作者=
エクレシアと比較している57。これは形状の類似よ
りは，秘蹟にあずかる洗礼の証人と，キリストの受
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難を目撃する証人がいずれも教会の擬人像エクレシ
アと見なされるためであろう。トゥーノは〔洗礼〕
のエクレシアにパスカリスの投影を見いだしており，
〔奉献〕のシメオンとも重ねている。
本書における『ユトレヒト』は，図像の比較例に
とどまっている。しかし聖十字架の重要性はキリス
トがそこで死んだことに他ならない。キリストの死，
復活，昇天そして再臨とその意味は「使徒信条」に
要約され，『ユトレヒト』で視覚化された。聖十字
架の遺物はキリストの死を崇敬させる雄弁な物体で
あり，パスカリスの宝物は，受肉と復活を重点化し
たプログラムによって，その奇跡的な力を信仰させ
る装置となっている。本書後半でトゥーノが展開し
たプログラム論は，9世紀に展開した贖罪論の動向
をとらえており，『ユトレヒト』とあわせて検討す
る可能性があるだろう58。
以上，最近の研究から『ユトレヒト』の新約図像
に関連する3件を取り上げた。エクスナーとトゥー
ノは，イタリアの動向に『ユトレヒト』の感化の可
能性を示唆している。ケスラーは時代の幅が広いト
ピックを論じているが，問題の中核を『ユトレヒト』
の成立した9世紀に据えている。理念の変遷と作品
例の実際とを照合する作業は，これまで十分に試み
られることは少なかったが，その可能性をひらく研
究が出始めたことが理解できた。
おわりに
『ユトレヒト』の本文およびカンティクム挿絵の
新約図像を，主題選択の特質や他の事例との比較を
通して通観した。主題選択は受肉―贖罪―審判に収
斂し，〔磔刑〕や〔冥府降下〕などの図像生成の場
として，『ユトレヒト』の重要性を改めて確認でき
た。9世紀のキリスト観の変化と史伝的図像への影
響に着目した研究が登場し，『ユトレヒト』の新約
主題を貫く意図に言及されるようになった。今後，
贖罪論や両性論の可視化について，その成立と展開
を幅広く検討する可能性を意識して，本稿の結びと
したい。
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